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全
鲩
を
推
す
こ
と
ほ
出
來
な
い
し
、
^

^
れ
等
の
.调
係
も
.血
緣
的
%
關
係
か
ら
地
緣
的
な
關
蛴
へ
Q
移
行
於j

扭
的
な
風
间
と
し
て 

み
ら
れ
る
で
あ
ら
^

*
し
か
■も
、
こ
の
や
ぅ
な
i

と
，
な

ら

ん

，
で

'
,
"
_
節
«'
カ
至
は
日
雇
勞
働
が
、
勿
論
純
然
た
客
農
業
霞
者
に
i
 

つ
土
提
供
さ
れ
み
場
合
あ
.あ
る
け
、れ
ど
も
、
そ
^
多
く
は
經
營
面
積
の
小
さ
い
農
業
經
營
に
於
け
る
家
計
補
充
：的
な
-
所
謂
過
剩
勞
力 

の
對
象
化
と
し
て
行
，は
れ
そ
-^
る
と
V
ふ
.と
*こ
、ろ
に
、
と
く
め
そ

.
の勞
賃
關
係
を
通
!^

て
汞
さ
れ
る
、
農
業
雇
傭
勞
働
の
性
質
が
ぅ
が 

が
は
れ
る
の
で
あ
る
。 
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流
動
性
選
擇
課
:̂
信
麻
_
要
供
給
說
が
、
ー
ー
者
擇

一

的
利
子
理
論.で
.あ
る
か
ど
ぅ
.か
は
、最
近
の
利
子
鼪
爭
の
'中
か
的
問
題
で
念
っ
た
。

■ 

-

■

J
 
二 

. 

/ 

-
1 

« 

> 

\ 

—

，^
，の
論
爭
れ
種
が
ッ
他
め
多
く
の
そ
れ
の
や
ぅ
杧
、
ケ
イ
ン
ズ
の「

雇
傭
利
子
及
が
貨
m
の
一
般
理
論」

の
中
に
蒔
か
れ
た
と
と
は
耷
ふ 

’ま
t?
も
な
い
。
彼
は
そ
の
著
，に
お
い
.て
古
典
的
利
子
’率
論
を
氍
し
て
、
流
動
性
‘選
f

と
呼
，ば
れ
る
|

子
率
論
を
展
闕
し
た
の
で
あ 

■

1
0'
;h
•の
新
說
は
，經
濟
理ir
i
介
'姆
に
，大
旋
赋
を
搪
き
輯
し
ノ
乞

0:

後

數
Y
問
と
い
ふ
も
の
"?:
•の
旋
風
は
あ
ら
汍
る
理
論
經
濟
學
者 

を
惓
a
ん
で
し
史
つ
た
。
然
し
こ
の
旋
風
も
‘次
第
に
增
大
、す
る
抵
抗
、

k

遭
遇
し
-て
、
rn
代
.で
设
金
く
中
和
さ
れ
て
し
ま
サ
た
。
そ
の
抵
' 

抗
と
な
っ
た
の
は
信
用
需
要
供
給
說
叹
、は

貸

付

資

金

需

要

供

德

と

呼

ば

‘れ
.る
も
の
：で
あ
る
。
‘こ,
群の理論家、卽
ち
オ
ン

、

P 

♦ゲ
ー
ト
ツ
ン
及
び
ド
ッ
，クK

•等
は
ケ
イ
ン
ズ
利
子
^
諭
に
對
す
右
枇
判
を
進
.め
て
行
‘く
-中
に
、
古
典
的
利
子f

論
を
包
搦
す
る
や
ぅ
な 

1

っ
の
利
子
率
論
を
權
成
.し
た
y
そ
じ
，て
か
、
石
利
子
率
論
は
'ケ
イ
.ン
ネ
說
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
ぐ
、
そ
れ
と
^.
二
者
擇一

的
で 

あ
る
と
主
_
す
る
’に
至
つ
た
の
で

.̂
る
。
' ケ
イ
’ン
ズ
は
最
初
の
中
ど
そ
、n

'̂

の
理
論
は
相
瓦
に
根
ホ
的
.に
對
立
す
石」

と
茇
ひ
、自
說 

.の
獨
自
性
を
固
執
じ
續
け
た
の
で
あ
石
が
、
信
用
需
'要
€

^
に
對
す
.る
理
鮮
を
重
'ね
て
行
く
中
に
、
次
第
ば
讓
步
を
^
す
に
.茧
つ
、た
。 

か
ん
し
'

y

ケ
イ
ン
ズ
.旋
，m
が
お
さ
あ
る
と
共
尼
、
利
子
取
理
論
讨. 「

，1

«
瑯
論」

.に
お
.げ
'̂
利
子
瘅
娌
識
を
越
べ
て
、

，ょ
七
窩
度
の
も
刃 

,

锍
動
性
選
禪
說v

信
用
鶄
架
供
翰
課
.
- 

, 

,ニ
：
祀

，-(

i

-u
l
p



爾
fmM翻lip_  .i:l,丨Hl|!!：W$iill' 

:-

流
動
性
锶
擇
說W

信

農

藤

供

输

碑

. 

.

.

.

‘
.

' 

•
■
.
，

'
二
八
、
' 

c

ル
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S
 

へ
と
發
展
し
た
の
で
あ
‘る
ゲ
本i

i

は
先
づ
僧
^
信
^
供
給
說
•の
內
.容
を
明
.ら
.か
ボ
し
、
次
.い
で
ケ
イ
ン
ズ
の
霞
汝
し
た
節
所
を
說
明
し
、

.
最
後
：に
信
.用
需
要
敗
鈴
說
と
流
動
ft
選
擇
說
が
.

H
#

擇

.

. 一

‘的
‘で
‘あ
る
か
を
か
>-
檢
时
.し
"
以
.つ
て
利
子
.率
決
定
の
搌
本
原
理
を
明
ち
か 

に
し
：よ
ぅ
と
す
る•も
の
で
あ
る
。
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用
需
要
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說
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ニ
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ぐ
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ベ
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し 

-
•ノ 

.
/

-

0
て
狹
定
さ
れ
る
I

す
も
の
で
ぁ 

る
、
か
-入
名
利
子
#
論
■の
萠
芽
は
旣
‘に
古
典
派
及
：ひ
々
ィ
-ク
セ
ル
'等

の

；
貨

幣

利

子

_
論

の

，
中'に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
明
' 

瞭
に
生
賬
さ
れ
.
t
の
ば
、
オ
し
リ
-ン
、
气
ぐ
イ
>
ソ
シ
及
，び
ヒ
1
ク
ス
.等
■に
i

•多
の
，で
^
名
：:0
彼
‘等
は
ケ
イ
ン
ズ
說
を
批
判
し
て
行
く 

-

电

に

期

せ

，
ず

，
し

て

等

し

，
く

信

用

需

要

供

給

說

を

樺

成

ず

，
る

に

茧

づ

た

，

o
: 

Cれ
'5>
.の
.各
'は
も
と
よ
り
鈿
部
に
お
.い
て
は
相
違
す
る
け
れ
在 

も

、

，
そ

の

木

質

»

#
通
.す

冬

。-こ

れ

ら0
,中
、
ケ
イ
ン
ズ
‘：：
譲
步
、或
は
ケ
ィ
'

X

ダ
說
、

g.

修
iE
に
；
裏

の

刺

戟

を

，
興

へ

た

も

'の

は

オ

ー

リ 

ン
で
'
.あ
る
。
從
つ
て
r

>
で
は
オ
ー
リ
ン
に
よ
つV

僧
用
糯
要
供
；

g

說
.のS

：

落
を
‘述
•ベ
，る
と
と
、
す
.る
。

•

ス
ト
ッ
タ
ホ
ル
■ム
商
科
火
學
敎
授

,̂
'
r
t
i
l 

0
.S
P'
の
利
子
窣
理
論
は
，

1

九

；三

七

年

六

月

號

，.の

f
 

E's
n
p
^
i
c 

J
o
u
r
n
a
l

誌
上
に 

お
い
て「

ス
ト
ッ
グ
ホ
ル
ム
寧
派
の
貯
蓄
投
資
理
論
に
關
す
.る
若
干
の覺

！！

II」
(
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n
v
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s
t
m
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n
t
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■;
-
と
題
，す
る
論
文
で
初
名
て
發
表
さ
れ
、

そ
の
後
ケ
イ
ン
ズ
の
反
駁
に
對
す
る
答
べ
と
し
て

'
;

1
：

誌
九
月 

號
の
.

「

利
子
_
の
ニ
紫
擇一

的
理
論i

 (Alternative 

Theories'

oitthe.Rate of Interest .
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お
い
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述
さ
れ
た
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、で
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る
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る
條
件
忙
よ
つ
て
決
定
名
れ
#
な
，い
。
’何
、と
.な
抓
$
貯
蕷
と
據
資
够
、
如
伺
な
る
利
书
水
準
が
市
場
に
お
い
て
存
し
よ
ぅ
と
も
、
免
義

に
よ
り
ハex desnltione)

等
し
い
か
ら
で
あ
る
。
又
利
子
率
は
計
迸
的
貯
蓄
と
計
鼙
盼
投
資
を
均
等
化
せ
•し
め
る
と
も1K

ひ
得
な
い
。
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何
と
な
れ
ば
そ
.れ
は
明
ら
か
，に
さ
う
し
な
い
か
ら
で
“

」

8
i

o 
■從
つ
て
貯
蓄
と
授
資
の
鼠
係
か
ら
利
子
率
を
說
明
し
よ
う
と
し 

な
い
點
は
"
ケ
イ
ン
ズ
と
共
通
で
あ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
は
、
利
子
率
は
貯
蓄
投
資
を
均
等
な
ら
し
め
る
價
格
で
あ
る
と
看
做
す
理
論
を
古 

典
的
利
子
辦
論
と
评
び
'、
之
を
排
し
た
，の
で
あ
る
.が
、
オ

t

リ
•ン
ネ
匕
A
點
に
お
い
て
•ば
洞
様
-で
.あ
る
' 
オ
ー

リ
：ン
'は
填
に
事
後
的
貯 

蓄
投
資
か
ら
利
子
串
決
定
を
說
明
し
よ
う
と
し
な
い
の
み
な
ら
ず
、
、事
前
的
貯
帮
恍
資
の
關
係
が
ら
も
之
を
說
明
し
得
*
い
と
す
名
が

セ
急
名
。
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然
ら
i

子
：率
め
滴
さ
.は
如
何
：に
し
て
決
定
、さ
れ
る
か
。
ケ
イ
ン
ズ
が
皮
典
狗
理
論
を
棑
レ
て
、
利
子
率
は
貨
幣
に
對
す
る
'需
要
供 

給
を
均
等
な
，ら
：し
必
る
價
格
，で
あ
る
と
主
張
、し
た
に
對
し
、
オ
ー
リ
ン
は
信
用
に
對
す
る
需
要
供
給
に
よ
.つ
て
決
定
さ
れ
る
と
す
る 
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彼
に
よ
れ
ば
利
乇
率
ぽ
信
凋
の
價
格
，で
负
つ
セ

-*
'
貯
蓄
に
對
す
る
價
格
で：

は
な
い
。
信
用
に
は
i
o
,又.ば
數
箇
の
へ
市
場
が
存
在
し
、
，
• 

、
そ
こ
で
價
格
が
成̂
す
.る
け
れ
ど
も
、
貯
蓄
に
對
し
て
は
か
-
-る
市
場
も
な
け
れ
.ば
價
格
も
欣
立
‘し
な
い
。
從
つ
て
利
子
率
も
貯
蓄
の 

需
要
供
給
に
上
つ
て
說
晛
す
る
こ
と
.は
不
可
能
で
あ
る
。(

註
3.)

.，.： 

.

ゲ

イ

ン

ズ

は

：
、

信

用

の

_
要
供
給
ば
.市
場
‘に
お
い
文
如
何
な
.る
利
子
率
が
存
し
よ
う
と
も
定
義
に
よ
り
等
し
.い
と
の
理
由
.で
、
オ
I 

か
ン
說
を
袁
的
刹
子
率
論
と
同
視
し
よ
う
と
し
た
@

4
、

然
じ
オ
h
リ
ン
は
か
、
る
見
澥
に
强
く
反
對
し
て
S
ふ
。
郞
ち「

事
後
に 

お
い
.

I
養

I

用
に
對
す
畫
々
の
需
要
供
f

間
に
商
品
に
對
す
る
と
同
檬
、
常
に
均
等
が
存
す
る
と
.

5

1
は
、
信
用
の

:
«格
又
は
商
品
の
價
格
が
、
自
由
市
場
に
お
い
て
こ
の
價
格
で
需
要
供
給
が
等
し
'く
さ
れ
、る
條
件
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
得
•な
い
こ
と
を

. 

.

, 

广 

， 

> 

:

 

. 

-

證
ず
各
も
‘の
で
，は
な
い
0 

>イ
ン
ズ
が
誤
つ
て
ゐ
る
と
と
ろ
は
こ
\
で
あ
る
と
思
ふ
九
人
は
一
方
に
お
い
て
實
際
に
與
へ
ら
れ
る
ft
用 

貴
と
-、.
他
方
に
.お
い
て
信
用
の
需
要
供
ゝ
給
_
撕
と
を
銳
く
區
別
4
な
け
’
4
ば
な
ぢ
な
；̂
。
ゾ
、前
者
、は*
に
曲
線
の
交
點
で
あ
’る
。
價
格
现 

'
二
：
：

-

流
醫
選
擇
說V
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要
I
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：

：
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へ
.

.

• 
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-
V 

I
. 

/ 

■ 
.

.

.
,

:
人
鄉
動
性
遝
撣
說
ビ
猬
ぷ
窬
锻
供
耠
說
：

.

‘
.
-
w
l
.
o

.

(

九
1
2
"

•
論
に
お
い
て
、一 

'，

品

の

價

格

，は

需

穿

供

#
に
よ
づ
，で
決
定
さ
，れ
を
わ
念
は
れ
^:
場
合
-
.
.
そ
灯
*
味
す
‘る
こ
と
は
ノ
そ
れ
が
需
要
及
び 

.
‘，供
'給
曲
線
広
よ
つ
，て
決
萣
さ
れ
る
と
萁
4
と
と
；
あ
^

^:
れ
ら
'虬

線

は

將

來

の

一

，
定

'明
間
.中
に
お
け
る
種
々
の
可
能
级
る
價
格
セ
の
：
.
. 

社

螯

的

販

寶

と

購

，

を

示

す

、

そ

れ

ら

曲

線

は

事

前

'の
.概

念.で

あ

，
つ

て

、

1

ー
者
擇•一
的
な
賢
り
と
買
ひ
の
欧
織
を
示
す
も
の
で
あ
る
。 

同
顧
に
し
て
：肅
用
：の
價
都
は
、
被
用
に
對
す
る
、
或
は
‘同
じ
と
>

で
あ
る
が
}

「

請
來
權J

贮

對

す

る

需

要

供

給

^

^

に

よ

つ

て

決

定

夸
 

れ

名

。
，
因

果

的

推

理

は

*
前
丨
的
で
あ
る」

と
0
S.
-
5

) 

•
'
.
, 

■ 

•

,-
信
用
の
8

^
撕
給
相
線
は
貯
蓄
，'の
»
要
供
給
曲
線
と
同
じ
で
‘は
.农
い
,°
先
づ
信
用g

‘計
畫
的
‘供
給
は
計
鼐
的
貯
蓄
の
供
給
と
は
異
な 

る
^

^
蓄
を
計
鲞
し
、货
# ,
1
し
な
い
'で
.現

金

量

，
を

增

加

し

夂

ぅ

ど

計

畫

じ

得

，
る

0
又
人
は
自
己
の
現
金
量
を
減
少
せ
し
め
よ
ぅ
と
欲
す 

る
な
ら
ば
、
，_計
晝
的
貯
蒂
以
上
^
新
-^
.用
を
擴
張
-1
.
よ
ぅ
と
計
晝
し
得
る
0

^
に
-
'人
は『

解
放
せ
ら
、れ
た
資
本(

P
P
H
S 

m
a
d
e

 free)

-

卽
ち『

減
値
«
却
金』

；̂
写

.&

.ユ
§
,

3

|

7

)

を
#
投
赘
し
な
い
、で
信
‘斯
を
擴
張
し
よ
ぅ
と
計
遊
し
得
る」

.

(

?1
1

v0si

樣

に

信

用

に

對

'、 

す

，
る

計#
的
需
要
は
1+
«
的
新
投
資
と
等
し
く
ば
な
い
.
保̂
有
現
金
を
變
北
せ
し
め
、
豫
想
さ
れ
た
損
失
を
償
ひ
或
は
消
費
に
金
融
づ 

好
よ
ぅ
-と
.す
る
欲
求」

が
存
ず
る
か
ら
で
•あ
る
f
i
7
0
o
ソ

，

.ノ

•
然
し
こ
^
ら
は
相
違
の
*
な

る
,面
に
過
ぎ
な
い
/0
£
他
の
面
は
’、人
は
舊
資
^

の
貢
人
<0
.
爲
、
卽
ち
金
融
的
投
資(

ぼ
|

^

1

invest. 

•日e
^
〕

の
爲
に
信
用
を
得
や
ぅ
ど
計
畫
し
得
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
般
蓄
と
關
聯
す
•る
そ
の
產
業
部
門
の
新
投
資
に
は
句
の 

關

-^
も
な
，い
。
.人
は
又
^

へ
、は
或
象3^1

^

寶
却
に
よ
つ
て『
金
®
的
負
の
投
資』

(

ぼ
P0
2 .
£i
.di

s
i
n
v
e
s
t
m
s
t
)

，
を

許

锻

し

、

そ

の

、
手

取

■

.

，
金
^

例
.
‘へ
ば
家
を
賈
.ふ
人
に
.對
^

新
信
用
.を
癣
張
す
石
-に
用
认
.よ
ケ
と
計
戴
し
得
る
0
第
ゴ
ー
に
銀
行
組
織
は
信
用
量
を
增
阳
又
は
^

■
沙
し
よ
ぅ
‘と
計
^
し
得
る
。」 (

能
8
、

)

- 

- 

. 

. 

* 

.

.如
べ
し
て
信
用
供
給
曲
線
は
-«
*
#-
的
貯
蓄
の
^*
な
6>
>
ず
> 
計
畫
的
な
退
蔵
放
出
、
解
放
也
ら
れ
た
資
ざ
、
銀
行
か
ら
の
，貨
幣
量
徵
出
'

及
.^;
金
融
的
負
ね
投
資
を
含
み
八
之
に
對
し
信
用
需
虱
曲
線
.は
單
に
計
畫
的
投
資
，の
：，.
み
：，
 

か

ず

、
豫
想
填
先
及
ぴ
消
費
の
爲
の
準
備
_、
計
畫
、
的
遇
藏
、•;«
幣
量
縮
少
、
及
、び
金.
 

酿
的
'投
資

，
か

ら成
り
、
利
子
率
^'
ど
の
兩
曲
線
の
交
點
に
ょ
つ
て
決
せ
ち
れ
る
。
卽
ち

s

M

遞

聽

證

§

泌
：_

_

_
は
-«
用
供
給
ぃ

曲
線
s
:i
需
肾
_
線
0
と
.
の交
點

P

,に.

か

い
て決
定
す
.るo

 

.

そ
の
，
際
與
，へ
'•
ら
れ
る
信
用 

量
は
循
で
ぁ
る
‘0*
3
及
，び
0

_

.は
計
畫
的
貯
蓄
七
投
賓
を
夫
'>
含
む
け
れ
ど
も
、
母 

潜
投
資
の
，曲
線
と
同
一
で
は
な
.い
。
> 

• 

• 

■

'

か

、
る
オ
ー

リ
ジ
歌
は
ラ
ー
ナ
•
1
.
^
つ
て
示
さ
れ
た
次
!1
の
中
に
一
層
拓
確
に
表 

現
さ
れ
て
ゐ
るC ；

鼓
9
>
oこ
の
圖
は
令
,1

ナ
M
が
古
典
的
利
子
^
論
か
ら
踏
み
出
て
近 

代
，的
利
乎
率̂

に
，進
む
戴
1
步
の
利
子
率
論
と
し
て
祸
げ
尨
も
の
で
，ぁ
る
が
、
こ
れ
こ

.
M
O

言

1

.

そ
オ
ー
リ
ン
說
確
な
表
現
で
あ
り
、
且
つ
信
用
需
齊
供
給
說
の
代
表
的
形
態
で
あ
る
と
看
做
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
^

,
上
亂
に
お
い
.て
S
は
各
利
子
突
^
軸
に
测
る
>
で
如
何
程
赂
蓄(

橫
軸
に
.測
る
0
ざ
れ
る
努
示
す
貯
蓄
町
供
給
曲
線
で
あ
1)
'
、
I
は 

咯
称
子
率
で
.
.加
何
程
投
資(

横
軸
に
測
る)

さ
れ
る
か
を
承
す
投
資
曲
線
で
あ
る
。
こ
れ
ら
ニ
曲
線
は
丸
で
衮
は
も
。
1
は

各

利

子

率

、で 

行
は
れ
る
-で
あ
ら
ぅ
紙
返
藏
額
麦
示
す
曲
線
.で
あ
1
。
卽
か
# '
用
供
'給
の
7
部
を
‘成
す
逛
藏
放
出
と
信
用
霞
要
の一 .

部
ヒ
成
す
退
藏
と
.

の
差
觀
^;
あ
る
。
こ
の
'装
額
は
必
し
も
一
止
と
は
限
ず
、
負
と
な
る
/
こ
と
が
あ
り
得
：る

.°
そ
の
爆
合
1,
.ば
^

^
の
茳
側
に
描
'か
れ
る
0、

M
は
貨
幣
の
續
加
量
を
萊
す
。
嚴
密
に
は
貨
幣
最
增
加
紙
わ
減
少
額
办
美
を
示
十
パ
满
し
增
加
額
ょ
り
も
減
少
湖
が
大
な
ら
ば
、
M
■曲

、
. 

.線
は
縱
軸
の
年
側
に
描
か
れ
る
。
M
曲
線
は
單
終
化
の
爲
ぬ
利
子
率
に
依
_
し
な
い
：も
の
’と
し
て
#
軸
，に
垂
直
.忙
描
か
れ
て
”ゐ
'る
け
れ
，
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;流
瓢
馓
選
禪
献
せ
信
敗
齋
慼
做
铪
說

(

九1

八)

ど
も
、
_若
し
，銀
行
が
利
子
窀
の
，高
さ
に
應
じ
て
贤
幣
量
を
增
加
せ
し
め
る
と
ず
れ 

ば
、
k
曲

.線

ば

省

上

认

と

な

る

.
？
^
ら
•ぅ
？
然
し
こ
の
相
違
は
議
論
の
木
質
め
影 

響
す
る
も
の
で
は
な
い
。

パ
倚
ォ
ー
リ
ン
は
信
麻
供
給
傾
に
含
ま
れ
，る
も
の
と

^
て
*
貯
蓄
、
退
歐
放
出
及
. 

び
貨
|
量
增
却
の
外
に「

解
故
せ
_ら
れ
た
資
本」

> 
•金
融
的
負
の
投
罾
を
擧
げ
、
信 

用
需
要
側
に
含
ま
れ
る
'も
6
と
し
で
、
投
資
、
退
蹣
及
び
貨
幣
量
跣
.少
の
外
に
、 

豫
想
さ
れ
，た
損
失
を
償
ふ
爲
，及
び
將
來
の
消
費
金
融
の
爲
の
需
要
及
び
金
融
的
投 

資
を
擧
げ
て
'ゐ
る
。
然
し
ハ
•バr -

ラ
ー
の 
一

K

ふ
や
ぅ
にr

解
放
さ
れ
た
資
本」

を
® 

投

資

し

な

，い

こ

と

'は
負
の
投
資
と
し
て
取
扱
は
れ
得
、
從
つ
て
そ
れ
は
信
用
の
.供 

給
に
加「

へ.■ら
'れ
ず
に
、
I
曲
線
か
ら
控
除
名
れ
得
る
’
,0
又
豫
想
損
失
を
償
ふ
爲
，

. 

及
び
膨
來
の
消
:̂
を
雜
^

^
需
要
は
計
畫
的
負
の
，
貯
蓄
で
ぁ
つ
て
、
‘#
,
つ
て
需 

要
曲
線
に
加
へ
レ
％
る
こ
と
教
べ
へ
\
供
^
ぬ
線
か
ら
差
51
か
れ
得
る
‘ 8

1.
1)

。
_同 

«•
に
金
融
的
負
，の
殺
資
は
I
曲
線
か
ら
差
引
か
れ
、
金
融
的
投
資
は
I
曲
線
に
加： 

へ
ら
外
得
る
。
か
く
し
てオ

；-

リ
ン
の
，意
味
す
る
信
用
の
需
要
供
給
は
す
べ
て
こ
、 

i

o
れ
ら
M
、
L
、
I
、
S
曲
線
で
示
さ
れ
るo 

:

さ
て
曲
線
M
と
S
を
水
平
的
に
加
へ
れ
ば
、信
用
の
總
純
供
給
を
示
すS

+
M

曲 

線
が
新
に
疰
嗲
る
。
又
曲
線
.
1と
1
を
加
へ
.る
と
、信
用
に
對
す
る
總
純
需
要
を
考

す
I
+
L!!
i
i線
が
坐
ず
る
。
ニ
つ
の
»
肋
線
は
巧
で
灰
は
る
。
利
子
率
‘は
^
の
高
さ
；に
決
定
さ
れ
、槓
用
の
翳
要
-供
給
は
共
杧
的
と
な
る
。

c

f
 

- 

- 

'

 

、：

て

.

.

.

. 

ノ
 

、

•

.
パ

，

 

さ
て
利
子
_
が
信
用
忙
對
す
る
價
格
で
.あ
，る
と
ぃ
ふ
こ
と
城
、
反
酣
か
ら
羝
れ
ば
、
請
求
權(

a
a
i
B
S
)

又
は
資
產
c
a
s々5

に
對
す 

る
償
格
で
.あ
ゲ
こ
と
を
意
味
ず
ー
る
。
卽
ち
信
用
た
對
す
る
•需
要
は
請
求
^ :
の
供
，給
^:
あ
，り
ハ
信
用
'の
供
給
比
請
求
權
に
對
す
る
需
要
で
：

:

あ
る
。
從
つ
て
利
子
、率
^

<請
泳
權
_に
對
す
る
需
要
供
給
に
4
つ
て
決
定
'
4
れ
る
と
一K'

つ
-て
も
同
it
：
で
あ
る
。
ォ
，丨
リ
ン
け
次
の
や
う

H
W
4
0

 

‘ ：
，
 

r 

,
 

' 
•、
 

, 

' 

. 

•

「

信
用
•の
.需
要
供
給
を
家
配
す
る
も
の
は
何
で
あ
も
か
。
ニ
つ
の
‘推
.理
'方
法
が
可
能
で
あ
る
。，(

つ
は
视(

纪
0
で
.あ
つ
て
> 
た
V
新 

信
用
の
‘み
を
取
扱
ふ
。
他

，は̂cg
r
o
w
x

.'t?

あ
つ
て
、
未
濟
’の
書
信
肸
を
含
む
。I

资
期
間
中
'各
種
，
£
np
i
,求
權
及
：び
他
の
種
の
.資
產
の 

保
有
を
.增
加
し
よ
う
と
.す
る
成
f
t々
人
の
私
问
か
ら
そ
れ
ら
の
も
の
V
保
有
を
減
少
し
-よ
う
と
す
る
.他
の

:A
-
々
の
志
內
を
差
引
か
た
も 

'の
は
、
，
そ
の
期
厢
中
に
お
.け
る
各
掰
新
傦
用
に
對
す
.る
供
給
|1
1
1線
を
與
へ
る
。
.
洛
人
が̂給
し
よ
.う
士
す
る
^
は
當
然
利
子
串
に
成
疗 

す
ズ
”
換
冒
す
れ
ば
、
ぞ
の
計
鸷
は
二
者
擇
ー
的
友
買
と
寶
訐
畫
の
种
質
わ
有
す
る
。
同
様
に
新
請
求
權
，の
總
供
給
か
ら
葡
請
求
權
の 

米
濟
額
の
減
少
を
按
除
せ
か
も
の
は
-、.そ
の
期
間
に
お
け
る
、各
顆
虎
用
に
對
す
る
需
要
I

從
つ
て
利
子
率
の
凾
數_

_

^
興

へ

る

。
.と 

れ
ら
各
猶
請
求
横
に
軋
し
市
場
で
ぬ
:̂

さ
れ
る
員
吣
|

從
つ
.
て

利

子

は

こ

れ

罾®
供
鹼
に
よ
つ
て
普
通
の
力
^
で
支
配
さ
れ
，
 

态
。
同
じ
種
類
の
推
理
枕
勿
論
粗
，に
適
用
さ
れ
得
るJ

ど
C
B13
P
。 

. 

„

•

‘ 
:

< 

.

利
子
率
が
請
求
櫥
の
惯
格
で
あ
る
h
v>
ふ
こ
と
は
、
そ
の
決
定
が
貯
蓄
役
資
の
活
動
V
视
つ
て
經
濟
の
全
過
程
と
關
聯
す
る
こ
と
を 

意
味
す
る
。
何
と
な
れ
ば
請
求
横
の
窬
耍
供
給
は
貯
蓄
し
及
び
投
資
レ
よ
う
と
す
る
人
々
の
意
志
と
能
力
に
よ
つ
て
^

®
さ
れ
名
か
ら
.

-

r • 

, - 

...i -.:

こ
 

• 

-
r
- 

-
-
r 

.
、
 

.

.

.

.

.

. - 

.. 

. 

• 

... 

.

二. 

：
 

- 

. 

: 

, 

.

.
*
- 

» 

-.

で
‘あ
る
,

ば「

I

活
動H

客

る

.投
I

減
少
は
、後
S

つ
V

I
、
雪
及
び
請
求
權

S

す
る
需
f

減
少
せ
し
め
得
る
に
；
 

’

流
動
性
選
槔
說
«
信
用
‘額
袈
供
耠
說 

.

,
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\

.

流
動
件
選e

説 
>

』

信
州
需
骒
供
給
說 

,

 

f ：

九
二
〇
-

)

>
、

も
，枸

ず

、
'請
求
權
の
供
給
を
減
少
.せ
し
め
、
そ
の
憤
格
を
臌
貴
せ
レ
め
、
從
つ
て
長
期
利
子
率
を
低
落
ザ
し
め
'る
傾
向
を
有
す
る
で

,

,
 

'

.

ソ

/

 

、

’

：

 

_

•
 

•

で
は
こ
の
や
ぅ
な
信
用
需
婴
供
給
說
と
ケ
士
‘ン
ズ
說
と
.の
問
に
极
本
的
差
異
は
存
^
る
で
あ
ら
ぅ
か
。
オ
l

y
ン
は
兩
胬
の
間
1C
、矛 

盾
を
！
！
め
な
い
の
で
あ
卽
ち
沄
ふ
私
が
展
開
す
る
理
論
は

.利
子
^
は

『

現
金
を
保
有
す
る
利
益
と
現
金
へ
'
の
繰
延
請
求
權
を

-
w
.
.
r 

• 

. 

.

.

.

. 

. 
.
.
.
.
.
.
.
. 

?

、

.

：
.
.
.
'
-

•♦
:
•
.
• 

.

.

.
4
- 

• ..• 
V 

■ 

• 

• <;
•
•
• 

. 

.

,-
' 

. 

.

. 

. -f...
 

:

保
布
す
る
.利
益
を
均
^
化
す
る」

と
’い
ふ
£
/と
.を
論
駁
す
る
•も
の
で
は
な
’い
。
そ
の
說
明
と
、
利
子
率
は
信
用
の
價
格
で
あ
る
と
沄
ふ
見 

.解
、
卽
ち
欠
種
請
求
權
に
對
し市
場
ぜ
双

.

宛
さ
れ

I

と
い
ふ̂

解
と
、の
|:
1|

に
哬
等
の
'矛
盾
t
な
い
'。
現
金
と
請
涑
领
と
.の
交
換
がT

利
. 

齔
の
’均
等
化J

が
，行
は
れ
る
や
ぅ
な
方
法
'̂

爲
さ
れ
る
-の
付
こ
の
市
場
に
お
い
，て
ビ
あ
る
。
且
又
グ
イ
ン
ズ
が
所
得
水
準
の
變
化
は
貯 

蓄
投
資
の
^
铧
を
保
證
す
•る
助
け
と
•な
る
と
强
調
す
.る
時
に
も
、
ヶ
イ
ン
ズ
の
理
論
と
私
の
理
論
の
間
に
何
等
の
矛
眉
も
な
い
。
利
子 

率
の
供
落
は
、
所
揭
の
，增
加
從
つ
て
非
自
發
的
貯
蓄
の
增
机
"
そ
し
て
後
に
は
又
計
畫
的
貯
蓄
の
燴
加
を
逋
七
て
、
投
資
從
つ
て 

帮
•
•

«
後
}を
it
加
せ
し
め
る」

今
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然
ら
，ば
ゲ
イ
ン
ズ
の
’利
子
1̂
論
と
オ
、1
リ
ン
の
利
^
率
論
は
余
く
同
じ
も
の
■で
あ
る
か
。
オ
ー
、リ
ン
は
兩
者
の
^
を
、「

々
イ
ン
ズ
が 

現
’金
1 ft
に
中
心
的
地
，位
を
與

V

る
•に
‘鱿
し
、
私
の
見
解
で
は
請
求
權
の
*
.炉
正
し
く
极
本
的
な
浪
割
を
演
じ
、
そ
.の
1
が
貯
蓄
、
投
资 

方
び
全
經
濟
獨
程
と
直
凝
：の
結
び
つ
き
を
與
へ
る
圣
本
ふ
事
實
に」

求
め
る
へ
許
16〕
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窓
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博
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濟
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流
動
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上
紙
し
た
如
く
、
オ
ー
，
リ

' 

ン
财
信
用
需
要
供
給
說

'

と
流
動
性
選
擇
說
，と

¥

間
に
提
冰
的
對
立
を
認
め
ず

'

’

•

挚
ろ
補
者
以
中
、に
後
者
を 

包
横
せ
ん
と
す
る
立
場
を
と
名
の
で
あ
る

'

。
ヒ
ッ
ダ
ス
及
び
口

.

パ
ー
ト
ゾ
ン
も
こ
の

®

は-

同
じ
で
あ
るo

然
ら
ば
之
に
、對
し
て
ケ
ィ
ジ 

流
動
性
5 1

掙
說
？
信
用
需
耍
供
，拾
說 

、
，

,
く

：

、

：

1
1

一

芄

(

九
ご
一)
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ズ
妓
如
何
扠
る
風
解
を
有
す
る
で
あ
ら
ぅ
が
/̂
彼

呔

、

最

初

兩

說

が

、【：一

者

擇
'-
的
.で
，
あ
る
と
、'v
>4

見
解
，に
對
し
て
極
め
て
桃
戰
讷
な
態 

度
>に
,
た

,°
紙
は
と
ぅ
沄
つ
て
ゐ
る
。「

私
肉
设
と
、
利
子
寧
は
：

P

そ
れ
が
貯
筲
に
對
す
る
辯
要
と
そ
の
供
給
を
均
等
な
ら
し
め
る
條
怦 

'換
言
す
れ
.ば
貯
徭
投
資
を
珣
等
な
ら
ふ
め
る
^
件
に
ょ
つ
ゼ
決
免5
れ
:̂』

と
ヨ
ふ
理
論
を
放
桀
す
る
こ
と
に
.お
い
て
私
に
-赞
成
す
る
. 

と
、

FH

張
す
る
一
群
.
‘の
歡
濟
康
幹
と
0
間
に
^
め
て
.重
要
-な
る
一
つ
6;
隱
.
4た
锸
赛
の
.差
異
が
あ
る
と
思
ふ
.°
•

;
方
1
リ
シ
"
彼
め
グ 

ル
l

y
の
•ス
ゥ
.，-
<
1デ

y
經
濟
敬
者
、
、>

1
ネ
ソ
ン
V
匕

'>
;
;ク
>
及
び
恐
ら
く
多
-<
;
め
他
の
人
ヶ
に
*±
つ
、で
生
張
さ
れ
た
ニ
者
擇
ー 

的
理
論
は
、
，關

舉

に

ば

、，
歡
予
率
を
ば
各
種
，利
子
率
で
の
、信
用
、
或
は
交
替
的
^

闸
じ
こ
と
を
意
脒
す
る
の
で
あ
る
が
}貸
付
の 

謙
要
做
給
に
依
#
せ
し
’办
る

、
。

こ

れ

ら

の

.學
#
の
，或
者
は
、
私
の
®;
‘論
ば
嘟
等
の
现
.
1
|
^
全
般
的
に
同
忆
も
の
で
あ
，り
、
'大

體

、

幾

，分
- 

異
つ
た
方
法
で
そ
ル
を
說
明
す
る
に
渦
ぎ
な
い
•と
^
ず
る
q
そ
れ
に
も
，拘
ら
卡
私
枕
.兩
理
論
は
、
相
互
に
根
本
的
に
對
立
す
る
と
倍
ず 

.る」

と
。
6

ふ

、

-

'

 

.

,

•

 

. 

, 

’ 
' :

. 

.

.
然
し
こ
'の
や
ぅ
，な
#
ぎ
的
態
度
は
次
第
に
捨
て
戋
ら
ぬ
s
fe
-
-̂-
な
か〔

つ
た
々
何
と
な
れ
ば「

雨
理
論
は
•相
互
.ゆ
根

、本

的

に
^
立
す
る」 

と
氣
じ
た
の
は
'
ォ
1

”
ン
說
に
對
す
石
誤
解
に
華
い
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
、
信
用
の
‘需
要
供
給
は
、
-結
局
、
.貯
蓄
の
'
；®
要
供 

*&
.と
龙
確
に
.同
じ
4 

9で
あ
れ
.、
從
つ
.
.て
信
用5

而
要
供
給
說
忭
十
"
典
.的
现
詾
へ
宠
金
に
復
歸
す
る
と
苕
へ
た
韶
2-)

。

然
し
趼
も
な
く

オ
.
1
リ
シ
に
夂
つ
‘
て
、
Ji
'

M 5

し
た
如
ぐ
信
用
の
辯
要
他
'給
は
朌
蓄
.の
そ
れ
と
異
な
る
こ
と
が
明
瞭
に
示
さ
れ
.た
パ
そ
れ
故
に
ヶ
ィ
ン
ズ

* 

\ 

t 

1 

i
-

の
反
駁
は
，•何
等
振
據
な
き
も
，の
'と
な
0
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
0,
’ 

. 

' 

• 

' 

• 

■

ダ
ィV

K

の
桃
戰
的
態
度
を
货
漿
せ
し
’め
た
も
ぅ一

つg

理
由
.̂
し
て
、
オ
ー
リ
ン
說
が
々
ィ
ン
ズ
說
の
改
善
に
資
す
る
と
こ
ろ
極 

め
て
大
な
る
こ
；と.が
あ
げ
ら
.れ
る
。
彼
，は
こ
ぅ
宇
つ
：て

ゐ
る
。「

オ
;;
1

リ

ン
：は
风
前
私
が
^ .

落
し
て
ゐ
'た
因
果
的
連
鎖
に
#
け
る
蜇
要
な 

.

る
逋
結
に
私
を
し
て
注
意
せ
'し
.，め
、

且
っ
.
の
'分
析
亿
重
要
-̂

る
改
善
を
爲
さ
し
め
る」

と
ハ
坪
-3
:
>。

ケ
イ
.ン
ズ
•は
オ
ー
リ
ン
說
に
喈

一！

f

せ
ら
れ
て「

一

».
现
論」

.に
お
い
.に
展
^
し
た
’流
.動
姓
11
擇
龀
.に
，或
種
の
改
善
を
加
へ
よ
う
と
'す

る

か

、
名
改
善
を
ケ
ィ
ン
ズ
：は
流 

仕
土
，

c
c
l
g
-
f

 >

と
，
呼

谈

、

加

く

し

て

，
仕

上

€
ら
れ
た
流
動
蚀
選
擇
說
と
信
用
需
耍
供
給
說
と
の
間
に
或1

致 

,
を
铽
出
さ
う
と
す
レ
の
で
あ
る
_ハ
訊
4
ソ

 ̂

J 

.

.然
ち
ば
女
q 

Zス
欣
如
何
な
る
點
で
庙
說
で
改
，善
を
5
ポ
也
ら
れ
た
0
で
あ
ら
ケ
、か
。
彼
は「

一
般
理
論」

に
お
い
て
揭
げ
た
流
動
性 

選
擇
ひ
諸
動
機
の
外
に
、
^
う

1
0爾
耍
な
る
動
櫸
の
存
す
.る
こ
と
に
致
が
<
い
’た
，め
-で
ぃ
あ
么
。
ト
-

.

.

、

..

.

‘「一..

般

理

論

」

，に

お

い

てV

心

，、ノ
ズ
が
流
動
性
選
擇
の
動
機
と
し
て

.あ
げ
た
か
は
、取
肘
動
機—

と
れ
ば
胤
.に
"所
#
動
機
と
營
業
動」 

，機
に
分
れ
る——

い的胁機及び投

.機
的
動
機
め
三
り
で
あ
つ
た
。
然
る
に
こ
れ
ら
の
•外
に
他
の
■，動
機
に
栽
く
新
な
現
金
辯
肾
が
あ
、
 

る
。
そ
れ
は
企
業
家
が
，投
資
を
し
よ
う
と
す
る
決
意
を
，な
，し
て
か
ら
そQ

投
資
を
實
現
.す
る
ま
で
の
間
た
需
要
す
る
現
金
準
擗
で
あ
る
。 

卽
ち
企
業
家
は
*-
際
.に
.投
資
を
遂
行
す
本
前
に
'、例
へ
.ば
■資
本
財
を
買
人
れ
る
為
に
,*
一
 

定
額
め
现
金
M

t

つ
て
保
有
し
て
'お
か
ね
ば 

な
ら
な
い
-。
か
ノ
る
灿
金.部
餹
を
ケ
ィ
ン
ズ
は「

わ
の
峙
ぃ
の
投
资
決
意
に
よ
り
て
耍
求
，さ
办
る『

金
融』

0
6
3§〕

と
呼
ぶ
ハ
許
5〕

0
そ
れ 

は
針
遭
的
投
廣
叉
'は
1-
叫
の
投
資
がI

而
要
，す
名
信
嘗
で
，あ
つ
て
»
、か
，く
の
，如1
霄
要
が
利
子
摩
決
定
.に
萆
要
な
從
割
を
演
中
る
こ
と
を 

オ
ー
リ
ン
說
.に
.よ
つ
-て
敎
へ
ら
れ
'た
.の
で
あ
る
。

-

' ;
/
. 

.■ 

. 

■ 

.

.

.

.

こ
の
，や
う
，
に
訐
皲
的
投
資
に
.よ
：つ
で
需
要
さ
れ.る
現
金
需
要
を
與
子
.率
決
菸
の
，
ー
要
因
と
と
し
て
加
へ
る
こ
：と
が
'、

ケ
ィ
ン
ズ
說
の 

改
善
と
な
^
こ
と
は
一K

ふ
ま
^

な̂
'か
ら
う
。
然
し
法
寧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
对
、
ゼ
の
こ
占
は
寧
に
現
愈
而
要
の
新
勸
機
を
一 

ユ
附
抓
し
た
ヒ
と
を
潑
敗
す
る
に
過
ぎ
な
心
の
で
は
な
く
し
そ
、「

一

般
理
論
,-
,
-に
%.
い
て
殷
開
さ
れ
た
利
子
齋
論
の
重
要
な
义
修
正
を 

'意
味
げ
る
と
い
ふ
こ
と
、で
あ
る
？

ダV

ン
芩
は
'、「

一
般
理
論
ぢ
冲
ポ
，現:®
-
の
：

_

計
畫
的
で
は
.なS

!

廣
傭
の
增
加
、
' 從
つ
て
投 

資
の
增
加
が
流
動
他
選
槔
表
を
高
め
る
傾
向
を
持
^

-從
つ
て
他
，の
嬰
因
に
し
て
，不
變
な
れ

&
、
‘利
子
率
を
騰
貴
せ
し
め
，名
で
あ
ら
♦う
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撇
動
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’選
櫸
詖w

信

用

需

要

供

教

說'

r
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;て

’
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1
四〕

•
■
.

と
と
に
明
ら
か
に
言
及
し
ズ
か
る(

註
6 )

o卽
ち
取
§
的
及
，び
^
fi
的
働
機
か
ら
保
有
さ
れ
る
，通
金
ft
-
-̂

こ
れ
ば
活
動
的
現
金
保
有
と

呼
ば
ぃ
れ
る
も
の
’で
あ
る-
队
亦
利
子
率
の
'決
觉
.に
影
響
す
る
こ
;̂
七
認
め
，て
ゐ
る
。
然
い
A
は
直
接
利
子
率
に
依
存
す
る
も
の
で
は

な
く
、
そ
れ
^
所
得
水
^
從
つ
て
屈
傭
の
丸
v>
さ
に
を
通
し
て
間
接
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
。
從
つ
て
ケ
イ
ン
ズ
に
ょ
れJH

活tŝ

見 

金
需
要
は
直
接
利
子
寧
の
決
定
、と
は
關
係
が
な
W
。
之
に
反
し
.て
投
機
的
動
機
を
充
た
す
爲
に
保
有
ざ
れ
る
現
金
量
_
,
ヒ
れ
は
不
活

動
的
現
金
保
有
>
呼
ば
れ
.る

-
M,
は
直
接利

..

子
率
に
依
'#
'
す
る
‘。
從
ゃ
て「

一

般
理
論j

に
ぷ
ぃ
'て
、

利

子

率

は

、
壬

.と
し
て
段
機
的
動
.

機
か
ら
の
.現
金
需
耍
と
貨
幣
供
‘給
の
ニ
つ
か
ら
說
.明
さ
れ
た
。
そ
こ
把
ケ
イ
ン
ズ
利
-7
-
*
.
論
が
貨
餐
的
利
子
率
論
で
あ
る
と
の
非
酿
を
一
 

般
の
人
々
かf

受
け
た
理
；

S
が
あ
つ
た
の
一
で
あ
る
。
.ケ
イ
.ン
'ズ
は
馨
投
資
の
赞
物
的
沾
動
が
胤
接
に
利
子
率
r

影
響
す
る
と
と
を
確 

に
認
め
て
ゐ
る
。
然
し
直
接
に
は
ど
れ
ら
赞
物
的
活
動
か
ら
離
れ
.

H
、

投
機
的
現
金
の
霞
供
敗
か
ら
刹
チ
率
の
決
I

說
明
し
た
の 

'で
^

^

»方
利
矛
寧
.の
決
矩
を
は
、
活
動
的
現
金
需
耍
か
ら
で
は
な
く
、
裸
ら
W
活
動
的
現
金
辯
要
か
ら
拱
據
づ
け
た
，の
で
あ
る
。
然 

る

に
.^
11
,
^

.̂
資
に
-ょ
つ
.て
需
要
せ
ら
れ
る
現
金
は
明
ら
か
に
，活
動
的
需
嬰
で
患
る(

訪
7〕

'

し
か
^
後
述
す
る
や
ぅ
に
か
、
る
需
要 

を
利
子
率
に
直
接
關
聯
せ
し
め
る
ゼ
とは

；-

利
子
率
を
不
诉
動
的f

の
需
要
供
給
か
ら
ば
か
り
で
な
く
-
活
動
的
需
要
供
給
か
ら
も 

邗
せ
說
明
ず
る
と
と
に
な
り
、貨
幣
的
利
子
率
論
:̂
呼
ば
か
次
も
の
'-
,か
ら
の
重
嬰
な
る
轉
问
を
意
_

す
る
の
で
あ
る
0

^

述
す
る
如
く
、 

か
バ
る
鹎
阆
は
ー
オ
一
リ
ン
^

對
す
.る
饌
步
.で

あ

.|
9
、
且
乂
ケ
イ
ン
.ズ
激
と
オ
ー
リ
シ
說
の
接
近
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。

.

へ 

か
く
し
'て
現
金
紀
對
.す
る
總
需
要
は
次
の
'抓
.く
分
類
さ
れ
る
'」

へ：：

署

鋳

響
：
.
i
p 

ゾ
、
：へ
：

)

ス
: ^
;
.
,
.
ツ
：
.ビ
.
.
.
：'.
'
:
:
'
”

/

.

.

-
總

馨

く

• f

豫
備
的
需
.要T

所

得

的

需

歡

,
' 

• 

' • 

•

,

.
ノ 

- 

■
-

: 

.

■ 

• 

■
.

1

金
融
的
霞
8
^
營

業

的

需

.
耍

-'
.

.

.

.

.

.

:.
 

:
 

•

,

次
に「

氣

te
,如
何
に
しV

供

管

'れ

佘

备

K

ィV
K

は
次
、の
や
う
に
述
べ
て
ゐ
る
。「

霞

へ

の

命

圖

急

の

遂

行

と

. 

の
中
間
期
•に
要
求
，さ
れ
る
金
融
は
.、
投
機家

''

に
よ
つ
’て
特
に
流
動
的
融
の
^
轉
資
金
を
組
織
し
具
つ
管
理
す
る
と
こ
ろ
の
銀
行
に
よ 

づ
て
、
主
と
ん
で
供
給
さ
れ
る
。
何
2
な
，れ
ぱ『

金
融』

は
本
質
的
に
囘
轉
寶
金
，で
>
る
咖
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
等
の
貯
蓄
も
使
用
し
、
 

な
い
。
そ
れ
は
社
會
金
禪
に
と
ク
て
帳
簿
上
の
取
|̂

に
過
ぎ
な
.̂
0
.ぞ
れ
が
-亥
出
-
‘さ
れ
る
>
-̂

ふ
窟
味
^
お
い
て『

£
，
ひ

ら

れ

る

j

や
否 

や
■流
動
性
の
缺
乏
は
岛
動
的
に
補
は
れ
*
そ
し
て
ー
時
的
に
非
流
軌
別
に
な
'̂
う
.と
す
る
志
问
は
#
び
和
用
さ
れ
得
る
。
中
間
期
？
充 

た
す
金
融
^

"银

行

に

よ

，
つ
•て一

層

服
^
れ
だ
文
脈
，で
使
用
さ̂

5
.#
葉
、を
用
び
る
と
'
中
||
1
]期
の
終

-1
)
に

お

い

て

jt
t
會
全
體
と
し 

て
見
^
ず
、
必
然
的
に『

声
己
遞
濟』

.

(

冷
s

^

csl
.̂
s-
s.
L
t̂
^

^

p't
J
'̂-
s
’
.

^

K

S

O 

■

■
之
レ
よ
つ
て
見
れ
ば
、
•金
融
.は
投
機
家
c
lは
新
潑
行
市
場
：及
び
銀
行
に
よ
つ
.て
'主
と
じ
'て
供
給
さ
れ
.る
。
而
し
そ
社
會
全
體
に
つ
：
 

い
て
.一

K,

へ
げ
、
t
融
は
、
そ
れ
が
艾
出
さ
れ
が
や
否
や
©,
刺
的
'に
返
濟
さ
n,
‘そ
の
返
濟
さ
れ
た
資
金
が
又
金
融
と
し
て
貸
出
さ
れ
る 

の
で
あ
.る
。
卽
t>
.金
融
は
囘
轉
資
金
で
あ
る
。
何
故
さ
う
で
•あ
る
，か
に
つ
い
て
ケ
不
r<-
ス
は
.棚
瞭
な
說
.明
を
し
ズ
“
な
い
。"
ロ
ハ
ー
ト 

ソ
ン
の
如
き
もr

私
ば
こ
の
見
解
に
對
し
て
侗
等
の
；
離
づ
け
を
見
名
こ
と
.は
爪
來
な
:い」

と
云
つ
て
ゐ
る
<
訪
9〕

。
然
丨
'ケ
ィ
ン
X
は 

こ
う
述
べ9

.

ゐ
.る
。「

主

と

し

'證

s
i
i

投
資
に
よ
つ
5

求
さ
れ
る
新
金
融
の
流
れ
は
、
溝

S

後
投
資
に
よ
つ
て
解
激
せ 

ら
れ
た
金
融
に
よ
つ
て
供
給
さ
、恭
‘る」

と(

評
10
、
。
、
之

に‘よ
つ
て
刺
斷
す
れ
ば
、
次
の
や
う
に
I

と
思
は
れ
る
。
.卽
’ち
一
期
間
P
初
め 

に
お
'い
て
卬
が
投
^
決
意
を
な
し
、
十
萬
個
の
.金
融
を
借
り
受
け
る
0
そ
の
期
の
終
り
.に
お
い
’

5
-は
新
資
本
財
を
賈
人
れ
る
爲
に
そ
の
. 

十
萬
11
1
$:
*

变
出
，す
る
.。
邸
ち
薪
後
投
資
を
す
る
。
す
れ
ば
”
萬
圓
.の
:#
融
け
解
放
さ
れ
た
釋
で
あ
る
。
こ
の
促
"-
®
;
.さ
れ
た
十
萬
圓
は
資 

木
^
の
賣
却
者
乙
の
夺
許
に
故
る
。
乙
は
こ
の
十
萬
園
を
前
期
に
鈒
行
か
ら
借
受
け
た
金
融
の
.返
濟
^

g-

て
る
。
1

行
は7

J
-
Q

返
濟
さ 

れ
；̂
十
寓
圓
I
K
,に
金
融
と
.しV

新

霞

決

春

丙

に

貸

付

け

る

。
.こ
ぞ
て
ご
定
額

.の
資
金
が
次
.々
亿
同
轉
し
て
行
く
の
で
•あ
る
パ

丨 

含 

• 

i 

*

‘ 

‘ 

*

流
動
件
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傷
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ゾ

’’

丨；
嫌
動
槐
幾
擇
說W

信

用

擦

要

供

霞

'
V

「

' 

V 

,

'

'• *
/
が
0 ;

,
r，

J六)

'

以
上
の
分
析
か
ら
丸
の
，如
き
結
^
|が
^
ル
る
> 
卽

ち
‘「

掛

'f
p-
诚

れ
f1:

か
率
で
.
‘あ

り

、

從

，
つ
，
て

齋

前

投

.資
、の
流
れ
，が
琪
後
投
資
•の 

流
れ
'
,に

.̂
し
v>
時

*̂
:
ぼ
.、
金
融
わ
總
プ
对
、
流
動
姓
狀
_
に
做
等
の
變
化
な
し
に
、
/
以
上
の
や
う
な
方
法
で
供
給
さ
れ
得
る
0,
然
し
事
'
, 

前
■

の
現
在
_
が
事
«
投
資
の
現
象
に

.等
し
く
食
い
，と
い
ふ
意
味
に
お
い
て
投
資
—
が
變
化
し
づ
V
あ

ぎ

合

に
^ ,
，
問
題
は
更 

に
考
慮
を
必
要
と
す
石
。
.：
：
卽
ち
4
衆
ハ
企
業
家
的
投
資
家
か
ら
區
別
し
て)

の
，流
動
性
選
撵
及
"び
銀
行
の
そ
れ
が
不
變
で
あ
る
な
ら 

ば
、規
在
の

/«
前
生
產
高( 『

激
賓』

と
書
く
こ
^
は
'必
要
で
な
い
:°
何
と
.な
れ
ば
以
前
‘に
計
鼙
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
如
何
„な
る 

.生
靡
.
に
：つ
.仏
^
搏
疋
^

5が
眞
細
.で
4
多

か

き

：.に

;<
}
:
.
つ
.て
^
满
ざ
.れ
'る
.金

を
超
過
す
'̂
こ
と
'̂
"
利
子
率
，の
騰
貴
に̂
ベ
で
^
ら
_'5
"
そ
し
そ
-̂

少
‘は
促
落
に
鎮
く
^
あ
ら
ぅ
-̂

获

：
；
^

，ケ
イX*

ズ
は
去
ふ

,-
0
こ
.の
結

論

こ

ち

利

子

，率
の
流
動
4
{
,
理
‘論
の
.仕
上
.で
あ
り」

V
Iケ「

私
と
•オ
イ
リ
.シ
■の
間
の
間
隙
を
、
そ
し
て
恐 

ち
く
私
と
そ
し
て
利
子
率
へ
ひ
'決
定
的
辟
響
を
鈒
行
貸
付
額
の
變
化
に
附
着
せ
し
、め
る
人
々
と
の
間
の
問
隙
を
橋
渡
し
す
る
に
役
立
ち 

得
を
で
あ
ち
う」

と(

託
12〕

<-
0

•
-
• 

■ 

• 

: 

, 

, 

ノ

.

,

,

卜
-述
.の
如
き
グ
イ
y

ズ
の
丨
立
場
^
彼
商
身
务
</
>
や
ぅ
に
要
約
し
•て
^
-̂
。
こ
の
引
用
は
ケ
イ
ン
ズ
說
の
修
正
の
；止
し
い
驵
解
に
殳
立 

づ
'で
.あ
ら
5.
。 

• 

■ 

. 

、
*

,

.

广
 

/

.
 

■

, 

.
 

.
 

.

「

手
子
^
技
领
涂
又
;̂
流
1/
濟
源
^
總
^
要
と
.總
仇
給
に
-̂
つ
て
決
^
さ
れ
る
0
總
需
耍
^

一
つ
の
部
分
か
ら
成
る
。j

は
富
の
所
有 

者
の
側
に
お
け
る
確
信
七
豫
想
の
狀
態
に
載
で
不
浒
動
的
需
耍
で
あ
^
、
他
肱
企
業
家
の
決
意
に
ょ
つ
て
確
立
さ
れ
石
活
動
の
水
準
に 

'̂
■-
<
活
動
的
#
粟
で
：あ
^
。
：
菊
動
的
需
，售

はM
に
.
1
0め
部
分
.に
分

，
た

れ

冬
:-
0

1:;
は
企
1
家
の
.決
意
.の
：始
ま
ぃ
り
と
遂
行
と
の
.間
の
時

 ̂

遲
れ
に
恭
く
說
要
で
あ
り
、
他
は
公
衆
に
ょ
石
所
得
の
受
領
ぷ
處
分
と
の
間
の
'時
の
遲
れ
、
友
び
企
業
家
ぬ
ょ
る
賣
上
代
金
.の
受
領
と 

賃
銀
等
の
支
艄
と
の
間
の
時
の
遲
れ
S

 
く
部
分
で
‘あ
る
。
活
動
の
%-
.加
は
、
最
初
に
こ
れ
ら
流
通
上
の
-̂

の
遲
れ.
Q

第

一
Q

もo
y
;
.

に
、，
次
、い
で
ぞ
の
散
ニ
の
も
の
に
對
し
ず
準
備
す
る
爲
に
、
..現
金
に
對
す
る
豁
耍
.を
高
め
-ィ
。
そ
の
後
或
新
し
い

沿
動
於
そ
の
完
了
し
蒸
動
に
緞
く
の
で
な
け
办
ば
、
_現
，金
'に
對
す
る
霞
要
は
減
退
す
る
。

一
定
量
の
.現
金
は
，活
扇
の
一
様
の
流
れ
に

對
し
て
.囘
>轉
資
金
欠
供
給
す
るo

然
し
流
れ
の
傘
が
增
大
す
る
な
;̂

ば
、
そ
.の
水
^
を
滿
た
す
爲
に
現
金
簠
の
增
加
が
必
要
で
あ
る
。

活
動
0
增
加
に
鐵
く
で
あ
"ら
.ヶ
，
決
章
が
爲
さ
れ
る<時
に
は
，
そ
の
影
響
は
^
づr

金
融i

の
爲
の
一
層
多
，く

 
•の
現
金
に
對
す
る
需
要
の
中

に
.感
知
せ
ら
れ
る
o
:
こ
の
ー
理
!̂
の
<爲
に
私
は
免
幣
.に

對

，す

が

活

動

的

需

要

0

中
の
.
1
金
融
的』

成
分
を
以
前
ょ
り
も|

翁

要

視

す

る

。

そ
し
て
.こ
の
‘ご
と
が
阳
異
な
れ
る
接
近
.方
问
を
.一
致
必
し
め
る
に
役
立
つ
'で
あ
、ら
ぅ
乙
と
を
希
璧
，す
る
。
然
し
私
讨
流
通
上
の
第
ニ
、の

夺
の
流
れ
を
無
視
し
よ
o
と
は
思
は
.な
か
•つ
た
，。•
そ
れ
を
私
れ
こ
‘れ
ま
で
の
.機
#'
出
充
‘分

に

强

調

し

た

」

と
，
。
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。
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■
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燄
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。
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从
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ヶ
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す
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牵
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あ
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檢
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；
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す
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あ
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あ
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澍
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要
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ら
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る
動
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す
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貨
幣
保
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が
含
ま
‘

れ
' 

供.
給
侧
杧
は
あ
ば
‘

ゆ
る
源
康
，^.

ら
ハ
貨
幣
供
給
が
含
ま
れ
る
0 

第
I】
r

に
相
違
す
る
か
の
や
ぅ
に
見
え
る̂
-

-̂

、、
跋
藏
と
貨
ゆ
增
加
額
^
^
肌
係
に
つ
い
て
の
用
語
の
范 
'で

あ
，
る

。

か

ィ

ン

ズ

に

よ

れ 

，
、
ば

退

厳

£

貨

幣

說
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)

は
貨
幣
最
死
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貨
略
做
« '〕

に

等

し

，
い

0

社
#
全
體
と
し
て
鼠
れ
ば
货
幣
增
加
糾
以
上
矿
退
錄
す
る
と
と
ば
不
环 

能
で
あ
る
。
ラ
，.

人
ナ
ー
に
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つ
て
も
さ
ぅ
で
あ
る
。
^
^
/「

或
個
人
に
-̂

ん
退
贱
ん
は
、
貸
付
ノ
以
上
の
‘貯
珞
-sQ

超
過
部
分
、或
は
投_ 

寶
I

以
上
の
借
入
b

^

^

過
部
分
を̂

^

の
が
常
で
あ
^

ゴ
は
派
得
乂
か
ら
消
考
し
を
羞
引
い
た
も
の
た
等
し
い
:
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故
に
退
藏(

r

)

 

=
(
Y

I
C

I

广
十)

b

+

r

}

"

(

Y

*l
7

b
 

丫

(

.

c

+

l
,

t」

o

さ
て
Q
.

+

b

)

は
總
貨
幣
收
入
に
等
し
く
、(

C

+

I

.+

へ、
.

は
總
貨
幣
殳
出
に
等
し
い
。

_

書

■

層

蕾

_

:

^

^

:

_

_

襄

細

■

_

!
一；；̂

謂

1

観

_
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貨
幣
:&
项
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等
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こ
と
は
启
明
，で
あ
る
0
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!

、
，

卜
 

：

：

,

然

る
に
ラ
ー

ナ
ー
が
古
典
的
利
子
率
論
か
‘
^

出
す
る

^

1
步
と
‘し
.て
揭
げ
た
齚
圖
に
お
い
て
、
锻
M
ド
貨
幣
量
增
加
と
等
し
く
な 

い
。
卽
名
.退
藏
は
貨
路
_

加
美
ハ
と
れ
姑

§
に
等
し
い〕

だ
け
超
過
‘し
て
ゐ
る，0.

從
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ラ
I

ナ
丨
流Q

定g

に
從
ふ
限
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前
圖
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矛
盾
を
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ズ
ゐ
る
と
云
は
な
け
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ば
な
ら
な
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•然
1
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つ

いV

他
Q

S
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。，
そ
れ
は
、
ラ
十
ナ
1
流

の

證

額g

中
か
ら
I
.沾
跡
的
貨
幣
霧
を
差
引
い
た
. 

顧
、
卽
.ち
，
不

活

動

的

貨

幣

保

布

を

寫

味

，，
す

る

.!
0
か
1
AS-
此
義
‘に
よ
れ
ば
ノ
退
膝
と
は
不
活
動
貨
幣
保
有
の
增
加
に
外
な
ら
な
い
。
退
藏 

を
力
、
^
意
味
に
解
釋
す
る
な
ら
ば
' 
ぞ
れ
比
貨
龄
1:
の
增
1̂
な
く
し
.て
可
能
で
.あ
り
、
又
貨
幣
货
靖
加
以
上
杧
も
達
し
得
る
ぐ
卻
ち 

そ
れ
は
前
期
に
存
在
し
た
活
動
的
貨
幣
保
宿
の
和
か
r>
.̂
供
，絡
さ
れ
得
る
の
で
あ
る(

lr
k

3

>ォ
ー
リ
ン
說
，に
お
け
る
退
藏
と
は
か
、

:

^

w

_

_

f

w

被
外
錄
縣_

驗
--_

 

の®

.

士
け
，•る
希

'®
/
的
貨
幣
保
有
の
.
.中
.か
ら
印
.だ
け
が
不
活g.

的
貨
粮
保
有
ゼ
轉
じ
た
こ
と
-̂
ポ
す
の
で
あ
る
。

パ
第
四
は
貯
說
投
资
の
萣
義
に
關
職
す
る
、

ケ
ィ
ゾ
ズ
に
ょ
れ
ば
貯
蓄
と
投
廣
は
如
何
な
る
利
子
水
準
が
存
し
ょ
ぅ
，と
も
均
等
.で
あ
る 

'が
、
.ラ
！
‘ナ
ー
の
圖
に
ょ
れ
ば2
:ど
い
ふ
均
衡
翻
が
お
い
べ
1
资
は
投
資
を1-
1
0だ
付
')
1
1過
す
へ
る
。
燃
し
が
，く
の
如
き
對
泣
も
結
局
定
義 

•上
の
差
に
過
~ぎ
な
か
。
卽
ち
ケ
ィ
ン
-ズ
0-
貯
蓄
役
资
はS

後
的
概
念
で
あ
り
•、
前
圖
の
そ
.れ
は
事
前
的
性
質
を
有
す
を
も
の
で
あ
る
。

. 

■:
;
!
^
^

(0

^

^
於

承

お

本^ :
^

を
11
[
1鞭
ぼ
^
の
.；高
靠
^
瘦

描
^
;.
'
&
'
-基

麗

敷

勝

磐̂

^

る
I
の
，で
^
る
が
、
，
そ
れ
ら'の
交
點
は
，「

實
際
乂
與
へ
ら
れ
る(

信
用

-f
t」

、'
-卽
ち

，
事

後

的
.

J

用
量
-̂
-
;小し
て
.ゐ
.る
か
ら
で
あ
るC

S
4

 )
。 

卽
ち
^
は
事
於
的
狀
歡
を
承
す
も
の
で
あ
り
、
匕
0
點
で
事
]|
|
4の
把
^
投
资
‘咐
線
ヵ
交
る
と
せ
限
ら
^
い

■

.
• 

i 

' 

• 

敗
上
は
用
語
1
の
差
違
で
あ
る
が
、
次
に
.̂

樣
の
'問
題
に
立
人
ら
ぅ
。
，卽
ち
辟
蓄
授
资
と
制
子
率
の
8|
-係

,:
5
:如
何
.に
解
す
る
か
^
問 

題
セ
あ
る
。
ノ

 
'

.
 

' 

‘ 

:

,

ノ

，
 

- 

' 
•

先
づ
投
资
と
利
手
率
の
關
於
か
ら
^
ょ
ぅ
。
オ
；1
リ
ン
に
’ょ
れ
ば
利
子
率
.は
.請
求
權
の
，惯
格
で
あ
り
、
從
つ
て
利
子
率
の
決
定
は
貯 

WI
投
t
<D
活
動
、
そ
れ
故
に
經
濟
の
全
過
程
と
關
聯
1]
る
。
.ケ
イ
ン
ズ
に
お
い 

>
-も
さ
ぅ
•云
へ
る
の
で
■あ
.る
。
、

J

般
的
に
は
、
ケ

ィ

ン

 

.ス
は
利
子
率
を
*
幣
側
の
蹲
因
が
ら
の
み
考
察
し
、
：•利
子
^
の
決
定
と
經
濟
か
全
過
程
と
の
關
聯
を
無
晛
し
.て
ゐ
る
と
の
批
評
•が
行
は 

a
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
康
實
は
各
づ
.で
は
^
い
。
流
動
性
選
擇
說
も
极
本
に
■お
；W
て
は
、
オ
ー
リ
ン
說
と
頃
じ
く
'
利
子
率
と
紙
濟
の 

全
過
程
と
，の
密
接
な
る
關
聯
を
認
め
て
ゐ
る
’と
'承
は
‘な
け
れ
ぱ
な
^
歆
い
メ
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
ょ
ぅ
，
。• 

' 

、
 

■ 

.ケ
ィ
ン
'
1
<
に
ょ
れ
ば
\
,企
業
{承
に
ょ
0'
.
て
投
.
"§
加
の

'̂
^
が
企
て
ら
れ
る
な
ら
ば
、
所

謂「

金
il
l」

-
の
爲
の
现
金
需
要
が
起
る
。

. 

‘そ
し
て
-、「

公
衆
の
流
励
性
選
擇
及
び
銀
行
の
そ
れ
が
不
變
で
あ
る
と
す
れ
•ば
.、
現
在
の
事
前
坐
淹
高
，に
ょ
つ
、て
嬰
求
さ
れ
る
金
融
が
與 

^
,の
事
後
坐
.靡
高
に
ょ
つ
，
て
解
放
さ
れ
る
’金
融
を
.超
過
す
る
と
，
と

は

• 

■
子
率
の
'騰
貴
.に
導
ズ
> 
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
計
®
的
投
資
：
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の
大
队
さ
は
利
子
#
に
寐
接
影
響
す
る
ど
と

、
な
るc

如
S

る
，
寧

實

女

認
*a
6
る
こ
士
が
流
動
性
-)
1
擇
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仕
'上
を
意
味
し
V
且
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，オ
1
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.撇
励
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選

懷

用

ir

赞
供
猞
說

.、
•〜

’

：

.广

、

' 

S
C 

(

九U
1
3
.

ン
說
と
，グ
出
の
德
渡
し
と
な
-る
こ
と
は
前
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
Q 

. 

. 

_
' 

'
'

と
の
や
う
に
計
畫
的
投
資
が
刹
子
率
に
影
響
す
る
'の
み
な
ら
ホ
、
現
實
の
投
資
活
動
の
太
い
さ
も
亦
利
子
率
に
作
故
す
る
ノ
郞
ち
現：

1

_

■

讓

■

■

1

麗

的

-1
暫

1

_

_

1

^

^
雛
_

-

1

_

_變

_

^

■
利
子
〒
の
騰
货
に
蹲
く
。
こ
の
こ
と
を
ケ
イ
ン
ズ
は「

ニ
_般

理

論

」

の

中

，，で

邮

ら

か

に

認

め

，
て

ゐ

る

‘0.「

ケ
イ
ゾ
ズ
は
^
本
の
坐
淹
カ
が 

‘利
子
摩
.に
及

.#
す
影
響
^
明
瞭
に
.示
し
て
ゐ
，な
い」

.
註
5)

と
い
.ふ
ロ
パ
ー
ト
ソ
；ン
の
非
難
に
答
へ
て
、’
ケ
イ
ン
ズ
*は
次
.の
や
う
に
反
. 

.
駿
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
卽
ち
幻
灌
俯
の
命
等
か
の
增
加
は
流
歐
性
夤
源
に
對
す
る
需
锻
を
增
加
せ
し
め
、
從
っ
て
他
の
要
因
に
し
て
：
. 

不
變
な
ら
ば
,

利
P
率
を

騰
貴

せ
し.め
る
で
あ
ら
う
と
S
ふ
事
實
は
、

•

常
に
私
の
理
論
に
お
い
て
重
■

る
役
割
を
演
じ
て
來
た」

と 

c
r
v
o
o 

•
• 

\ 

し
.

•

然
ら
ば
投
資
の
太
い
i

t

す
る
も
、’の
は
何
X
 

Aか
。
ケ
イ
ン
ズ
■に
'ょ
れ
ば
：

n
資
本€

限
界
效
率
表
で
あ
る
。
投
資
は
資 

本
の
限
界
效
率
-が
利
げ
_
ょ
り
大
な
る
限
り
.進
め
ら
れ
、
利
子
雄
と
等
し
く
I

に
至
っ
て
.控
土
す
る
。
か
く
し
て
投
資
の
大
い
さ
を
.

•
认
5t
,す
る
一
要
目
は
、資
本
の
限
界
‘效
率
T?
-
あ
る
。
資
本
の
限
界
效
库
は
'投
資
の
大
い
ま
へ.の
^

#
を
通
.し
て
，利
子.■率
'の
^

に
.間
接
に
• 

作
用
す
る
。
ケ
イ
ン
ズ
はr

i

般
»
諭」

に
，お
い
て
、
利
子
率'を
資
本
の
限
雞
效
率
か
ら
翦
き
叱
す
こ
と
は
循
環
論
に
陷
る
と
耷
っ
て>

 

. 

/
r§:v
る
試
み
を
拒
否
す
る
。
然
し
彼
と
酿
も
資
本
の
限
#'
效
率
が
間
接
的
に
.利
子
-
に
作
用
す
る
こ
と
を
：否
定
し
得
な
い
で
あ
ら
う
o
.: 

癸

流

^
愧
選
擇
說
办
仕
上
げ
に
お%

て
、
进
隨
.の
-投
ぎ
火
い
ざ
、か

裏

利

子

_
留

5

響
十
る
こ
拿
認
め
る
場
合
に
は
、
資

本

グ

沿,#
效
_

が

ー

ホ

子

碎

シ

パ

七

に

及

^

-^
- ^

赉
を
明
ら
か
に
拉
要
視
.
L
た
も
の
と
宏
は
ね
ば
れ
ら
，な
い
で
あ
ら
う
-
o
'%]

と
な
れ
尤
^
前 

の
.投
资
の
規
横
を
決
{
此
す
る
敁
も
如
耍
な
>

^
因
は
7 6

本
(/
>
限
界
效
率
で
.あ
る
か
ら
で
あ
る
0 

. 

.
、

- 

、
• 

最
後
に
炻
諮
と
利
子
^

の
關
係
に
っ
ぃ
て
考
察
^

ょ
ぅ
。

.

J 

* 

,

、

'•
.

'•'
.
ォ
ー
り
.：.，
r

iれ
.？
げ
蓄
か
管
加
は
匕
し
も
信
用
の
枏
加
と
な
ら
な
い
。
前
.ft
引
用
し
た
如
く
ハ「

貯
蓄
を
8|
*
锴
し
5,
貸
付
を
し
な
い

.
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
信
用
の
供
給
と
な
り
得
な
い
。
こ
の
.傲
は
>
イ
シ
ズ
も
同
樣
で
，あ.る
。

ケ

イ

、く

ス

に

よ

れ

ば

、
各

個

人

.が

所

得

處
 

分

1
關
し
て
^
ふ
心
现
的
選
擇
に
は
異
な
れ
る
ニ
組
の
決
意
を
必
要
^
す
る
。
.

ー̂
'̂
所

-#
^
如
何
程
を
消
費
し
、
勿
何
程
を
貯
蓄
す 

(

i

、.

る
か
で
あ
，るo
こ
れ
は
作
毁
性
间
と
呼
ば
.れ
る
0
，第
ニ
は
こ
の
朌
蓄
額
を
如
佝
散
ふ
形
態
で
倮
持
，し
よ
ぅ
と
す
る
か
の
決
意
で
あ
る
。

*
卽
ち
.そ
，れ
を
現
金
の
形
態.で
保
持
す
石
か
、
齔
權
の
紙
態
で
，保
持
す
る
か
の
決
意
で
あ
る
へ
若
し
各
個
人
が
之
を
綠
延
請
求
權
の
形
熊

A- 

.

.

で
維
持
し
よ
ぅ
と
す
、る
汝
ら
ば
.、
'そ
ル
;>
貨
幣
の
供
給
增
伽
と
な
り
、
若
じ
之
を
現
命
の
形
態
で
.保
有
し
よ
ぅ
と
ザ
る
な
ら
ば
*
貨

幣

- 

.

供
合
增
加
と
な
り
^
な
い
。
^
く
し
て
結
局
才
1
リ
■ン
に
よ
つ
て
も
ケ
イ
ン
ズ
に
よ
つ
て
も
貯
蓄
の
增
加
は
，
そ
れ
が
退
做
さ
れ
ざ 

.

. 

る
限
り
へ
信
用
の
供
給
增
加
2
な
つ
て
利
子
辮
を
低
落
せ
し
め
る
。

•
 

t 

，

.

ノ 

:

、
 

く 

,

,

班
に
ケ
i

ン
ズ
に
よ
れ
ば
’
.貯
蓄
0
增
加
、
卽
飞
消
費
支
川
額
の
減
少
は
.、
そ
の
貯
蓄
'が
.投
資
さ
れ
ざ
る
限
'り
、
投
資
需
要
を
减
少
せ 

.

,

、

し
め
、
從
ヴ
そ
脑
傭
置
^-
減
少
せ
し
め
る
の
で
あ
<る
.が
、
.オ
ー
リ
シ
と
雖
も
か
'
る
點
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
か
ら
ぅ
0
.

,

• 

;
 

. 

/

で
は
贬
蓄
の
大
い
さ
を
支
配
す
，る
も
の
‘，は
何
で
あ.る
が
。
之
に
.ひ
い
て
の
>
イ
ン
ズ
の
說
明
は
極
め
て
明
瞭
で
あ
る
。
古
典
的
理
論 

,

.
に
よ
れ
ば
、
聍
蓄
の
大
い
さ
は
利
子
率
に
.依
祥
す
る
の
，で
あ
る
が
、
ケ
イ
シ
ズ
は
、
所
得
を
一
定
な
り
と
假
迠
す
る
'限
り
、
こ

の

依

存
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係
を
認
め
る
o
然
し
所
得
一
定
，の
假
定
を
除
去
ず
る
な
ら
ば
、
貯
蓄
を
利
子
率
に
故
伤
せ
し
め
る
匕
と
は
無
厲
味
で
あ
る
。
何
と
な
れ
：

へ

v

i
 

、

_ 

/

ば
.所
得
'の
犬
い
？
が
變
化
す
れ
ば
、
貯
薔
の
大
；

S

さ
も
必
然
的
に
變
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ォ
！
リ
ン
は
た
と
へ
古
典
的
利
子
，理

論

摹

、

 ̂

立
脚
す
'る
と
3-
^
へ
、

こ
の
點
•に
お
い
て
ケ
イ
ン
ノ
ズ
と
同
じ
く

十：！

典
的
理
論
か
ら
前
進
し
て
：ゐ
る
、こ
と
は
、

P

ケ
イ
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が
所
得
水
準
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:變
化
ぱ
貯
蓄
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等
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强
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す
る
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に
も
'
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、
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理
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と
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1:!] 
】人：_i

w

e

ベ
九t

l
m
)

，

ノ 

‘
.
-
r

飾
動
他
選
.擇
倩
用
霈
魂
吻
粉
說
：

;

‘ 

> • 

'

‘

い」

-
と
v>
ふ
前
述
の
オ
,1
リ
シ
の
言
葉
か
ら
推
激
さ
ル
^
る
で
あ
ら
う
。

_

'

、

-

‘

.
こ
の
や
う
^
，5
帮
と
利
子
率
の
1關
係
に
っ
い
て
の
.雨
說
の
見
解
に
は
根
本
胸
差
興
は
な
い
か
で
あ
^
が
い
ま
だ
問
_
ば
ー
っ
淺
る
。 

郎
ち
同
じ
貯
蓄
と
袞
つ
て
‘も
、
オ
ー
リ
ン
の
意
味
す
各
貯
馨
は
事
，前
的
紙
^

0
、
ケ
ィ
シ
ズ
の
，•そ
れ
ぼ
事
儉
的
で
あ
る
。
ケ
ィ
ゾ
ズ
，ば
、
. 

事
前
の
貯
蓄
が
利
子
率
.の
決
定
に
參
與
げ
る
と
い

ふ
オ
‘
1

、

リ
シ 

'に
强
く
反
對
す
次
。

卽
，ち

「

幕
前
の
投
資
は
'重

要

な

る

眞

[ £

.の
通
^
ゼ 

•
Iる
。
•■何
と
な
れ
ば
現
賞
の
投
資
過
程
に
先
，立

っ

裏

意

’が
爲
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
，及
び
怊
/0
又
は
，.『

金
融』

が
供
給
ざ
れ
ね
ば
な
ら
、
 

か

い

-̂
ち
で
あ
る
。
fH
.用
の
1§要
.は
計
齋
さ
れ
>-6
'
投
資
額
に
必
し
%
等
し
.く
-̂
.̂
社
れ
-̂
も
0
:然
し
個
人
.に
と
0
.て
は
、
企
業
家
の
投
ぐ 

資

/«
:
意
と
同
時
六
將
來
所
得Q

：

如

何

程

，を

貯

，薪

せ

ん

I
す
る
か
を
決
定
す
る
必
要
は
何
等
な
w 

o先
づ
彼
务
は
&

の
所
得
.が
如
ほ
. 

程
に
な
る
か
を
知
ら
な
趴
。
，
特
に
そ
れ
ち
所
得

.が
利
聊
か
ら
生
ず
る
な
ら
ば
。
然
し
尨
と
へ
そ
の
點
で
豫
備
的
な
考
へ
を
幾
分
持
o'
と 

し
て
も
，
第
一
に
識
等
は(

投
资
家
が
爲
さ
ね
ば
な
ら
な
い
や
う
に〕

明
酿
だ
‘る
決
意
を
>な
^
必
要
に
通
ら
れ
な
.い
0.
.
第

ニ

に

彼

等

は
 

同
じ
時
に
そ
れ
を
爲
さ
な
，い

.0
第
三
，束
彼
等
の
大
部
分
は
、
疑
W
も
な
く一

般
に
、
そ
机
か
ら
貯
蓄
し
よ
.う
と
す
る
所
得
を
受
取
る
に 

先
立
っ
て
、
，
投
資
家
が
ノ

 f

金
融』

Q

調
達
を
必
要
と
す
る
日
に
"
そ
の
投
資
家
に『

金
融』

ヒ
與
へ
る
や
う
に
、
丁
度
現
存
す
る
现
金
. 

-を
放
出
し
セ
い
。
最
後
に
、
.た
と
へ
彼
等
加
そ
の
豫
淑
的
貯
薪
ぬ
對
し
て
借
'»
)

る
^
備
を
す
^
と
し
て
も
、
，
附
加
的.、現

金

は

、

鈒

行

政

. 

策
の
變
化
の
結
艰
と
し
て
よ
り
-以
外
忙
は
"
.
.
こ
.Q.

や
.う
な
‘方
法
で
は
用
.ひ
ら
れ
得
る
や
う
に
な
り
.
'得
な
いo

蕻
前
投
齊
に
，よ
つ
て
耍
尺 

さ
れ
る
信
用
芡
は『

金
融』

•が
^
前
の
貯
蓄
に
よ
つ
ズ
主
と
1
て
供
給
さ
れ
な
.い
、こ
と
位
確
か
.な
こ
.と
は
な
い」

と
c
!r
K

7〕

o 

.

r

し

，オ

ー

リ

ン

'

の
意
味
す
る
讲
前
め
)1
*-
]

蓄
ば
、
ケ
ィ
ン
ズ
が
考
へ
る
や
:5

に
、

單

な

る

、個

人

，の

心

理

的

決

意

で

^
-

な

く

し

て

、
.寧

ろ 

將
來
？/

I

期
間
中
に
爲
ざ
れ
る
と
豫
想
さ
れ
る
貯
帮
額
で
あ
‘

る
c

f

o

o

從
つ
て「

抓
人
に
と
づ
て
は
、
-企
業
家
の
投
资
決
意
と
同
時 

に
/

將
來
所
得
の
如
何
程
を
光
菩
せ
ん
と
す
る
か
を
於
觉
す
名
必̂
-

は
何
等
な
ぃ」
け

れ

ど

も

、

そ
れ
に
も
枸
ら
ず
ォ
ー
リ
ン
‘

の
童
味
.
.

こ
お
け
る
窜
时
の
貯
禮
は
あ
り
得
る0

海
し
許
畫
に
し
て
變
化
し
な
い
な
ら
ば
、
或
ば
完
全
な
る
豫
見
が
行
は
れ
る
.な
ら
ば
、事
能
の
貯 

蓄
は
、
.そ
の
ま
X

I後
の
貯
.蓄
"と
な
り
'得
る
。 

.

，•

'

一
 

/ 

、

, .

匕
の
：
や
ぅ
に
ケ
ィ.シ
ズ
の
非
雞
の
一
部
は
^
前
の
^

^
の
潼
味
に
對
す
る
誤
解
卷
い
セ
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
反
面「
彼
の
S
ふ
如
く 

「

事
前
投
資
に
ょ
0
て
要
求
さ
办
る
金
融
が
事
前
の
貯
蓄
に
:̂
.
つ
て
主
と
し
で
'供
給
さ
ル
&

’い
こ
と」

は
確
か
で
あ
る
。
事
前
■投
資
は
直 

ち
，に「

を
㈣」

を
必
耍
と
す
るが
、'

そ
れ
を充
た̂

べ
.き
貯
蓄
は
ま
だ
現
ば
れ
て
來
な

>

。「

金
融」

を
充
.た
す
も
の
は
-事
前
の
貯
蓄
で 

は
な
く
し
て
旣
に
#.
注
す
る
貯
蓄
功
-̂
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
の
と
と
は
オ
ー
リ
Z
の
事
前
分
析
に
內
在
す
る一

つ
の
、缺
陷
で
あ
る
と 

ね

ば

な

か

。
而
しV

こ
，の
缺
隞
を
袖
ふ
レ
の
は
、

口
パ
ー
ト

ソ

y
の
期
間
分
析
に
外
な
ら
.な
‘

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
學
派
の
，事 

.
‘前
分
析
は
、
翁

し

論

理

的

，に
徹
底

^
し
め
る
な
ら
ば
、

«
:ハ
ー
ト
ソ
ン
の
期
間
分
析
に
掘
-め
て
接
近
_す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
旣
に
ル
.ッ 

ツ
及
.びハ

ラ

ト

に
1 ^

つ
て
指
摘
さ
れ
て
ゐ
み
と
こ
.ろ
で

あ

る
.°(

飩
9〕

. 

. 

• 

X 

'

a
><
丨
，
ト
ソ
シ
.は

「

ー.
日」

9

-

&

6

ぶ
期
間
を
假
定
す
る
。
こ
の
一
日
と
は
、
P
A:
が

ー
.^
日

に

受

取

る

所

揭

が

、

"そ

の

日

の 

中
に
或
特
定
用
途
に
割
當
ら
れ
.得
な
い
や
ラ
杈
そ
れ
程
短
.い」

期
間
で
あ
る
0.
今
日
，處
分
し
得
べ
き
所
得
は
作
B
得
ら
れ
た
所
得
で
あ 

づ
て
、
今
日
得
ら
ル
た
所
得
で
ぬ
-̂

い
。
今
日
得
ら
れ
た
所
得
は
明
日
^
分
し
得
べ
き
所
得
で
あ
.る
o
:而
し
て
貯
蓄
と
‘は
将
走
日
に
處 

分
し
得
べ
き
所
得
か
ら
同
じ
日
.の
消
赀
交
出
を
差
引
い
た
，も
の
で
あ
る
。
.

(

誅
10) 

/ 

■
.
,
 

' 

‘

オ
ー
リ
ス
の
利
子
率
決
觉
論
は
、
，
ラ
ー
ナ
ー
の

前

圖

か

ら

，
明

瞭

令

.̂
如
く
、

計
！！

に
何
專
の
修
正
も
行
は
れ
太
い
や
ぅ
§

め
て
短 

い
期
亂
を
想
定
し
て
私
る
，。
何
と
ぶ
れ
，ぼ
若
し
中
簿
で
訃
畫
が
修
正
.各
れ
’る
炎
ら
ば
’、あ
の
や
ぅ
’な
一
義
的
故
信
用
需
要
供
給
曲
線
及
：
 

•び
^
蓄
投
'资
れ
曲
線
は
成
立
し
得
な
い
か
ら
，で
，あ
る
。
從
つ
て
そ
の
期
ti
l
lは
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
の
.

「

H'
J、
に
•相
當
す
る
^
の
と
一K

は
ね
ば 

■な
.ら
ぬ
。
現
實
の
利
子
-̂

決
を
參
與
す
る
事
前
‘の
妙
蓄
と
皮
、
今
日
'得
ら
'れ
た
所
得
か
ら
の
貯
蓄
で
は
な
ぐ
し
て
、
.今

-0
處
分
し
得

-■
■
■
■
-
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一-

•
,パ
流
撕
愧
霞
？

像S

锻
供
給
說
 

.

、

•
：

-へ

西

九

，

.

(

九
ヨ
五)

,



‘ 

沭
敷
性
選̂

說
v
'r
n
用
霜
耍
浪
給
說*
.

-

 

, 

五
0

, 

(.i?

三
六)

.

べ
き
所
得
，§

昨
日
得
ち
れ
た
所
得)

か
ら
ぎ
の
消
費
支
m
裏
引
い
I

の
で
あ
る
。

’
'

.•

こ
§
や
ぅ
、に
事
前
の
貯
蓄
は
阼
日
得
ら
ル
た
所
得
か
ら
行
は
れ
る
も
の
2
す
る
な
ら
«
、「

事
前
投
資
ぬ
ょ
つ
て
耍
求
さ
[1
る
金
融 

•

、は
事
前
貯
蓄
に
ょ
つ
て
声
と
し
て
供
給
さ
れ
得

」

る
の
で
あ
名
。
-
ォー
リ
ン
U
_、「

.T
H

•し
く
、
三
^
證
券
の
價
格
-

—

從̂
つ
て
長
期
利
户 

,,

牵
は
田
舍
市
場
に
お
け
る
卵
や
®
の
價
椅
と
同
じ
方
法
で
-、
需
耍
，供
給
曲
線
に
ょ

.つ
て
識
券
市
場
に
お
い
て
決
觉
岑
れ
る」

と
云
ふ
の 

、
，で

あ

る

が

昶11
:
>、
事
前
の
貯
蓄
を
將
來
に
お
い
て
得
ら
れ
る
所
得
か
ら
の
.揩
簿
で
.あ
る
1
解
す
る
限
り
、
そ
れ
は
信
用
の
供
給
を
構
，
‘ 

成

し

、
證
錄
市
場
，に
影
響
し
得
な
い

!0
何
と
な
、れ
ば
か
、
る
貯
蓄
は
現
在
ま
だ
#
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
ハ
バ
ー
ラ
ー
の
結
說 

.

,す
る
や
^
'に
、r

ォ
ー
リ
ン
敎
授
の
事
前
貯
蓄
觥
念
の

.最
も
合
理
的
解
釋
は
處
分
、し
#'
ぺ
象
所
得
か
ら
へ
の
艰
蓄
で
あ
み」

と
一
K
a'
ね
.ぽ
な
. 

も
ぬ
.：訑
12
:
|
0こ
の
や
ぅ
に
解
^
て
の
み
-事
前
分
.析
は
現
實
的
意
味
を
_有
し
、且
つ
’ケ
ィ
ン
ズ
の
反
駁
か
ら
免
か
れ
得
る
の
で
あ
る
0
そ

しV

こ
の
や
ぅ
把
解
し
た
場
合
に
お
い
て
.の
み
ケ
ィX.

え

.の
'事
後
分
析
ど
オ
ー
リ
ン
の
察
前
分
析
の
調
和
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

•
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か
く
の
如
く
信
用
需
要
'#
給
說
と
流
動
牲
選
S,
說
は
，
各
键
の
方
面
か
ら
見
で
.
一

著

擇

，ー
ゝ
的
利
子
理

.
_で
>̂
'
る
と
^
は
.ね
ば
%
キ

，
 

ぬ
。
而
レ
て
以
上
の
推
现
か
ら
利
千
傘
の
決
，定
に
關
し
.次
の
こ
と
が
の
明
確
に
斷
言
出
來
る
。

利
子
率
は
單
に
消
費
し
な
い
こ
と
，ぬ
對
す
る
報
酬
で
は
な
く
七
て
、
そ
れ
は
ヌ
流
動
性
を
手
放
す
こ
と
に
對
す
，る
.報
酬
で
あ
る
0
そ

,

需
毁
か
ら
成
る
。
從
つ
て
ぞ
の
需
要
は
投
嘴
活
動
及
、び
投
機
行
爲
等
、の
あ
ら
ゅ
る
經
濟
的
要
因
に
依
存
す
.る
0貨
幣
か
供
給
は
貯
蓄(

こ 

,
れ
.が
貸
付
に
用
ひ
ら
れ
る
服
りX

返
藏
放
出
及
び
貨
幣
の
创
迤
等
か
ら
成
•る
。
從
つ
て
こ
の
供
給
も
亦
全
經
濟
過
程
に
故
存
す
る
°
.か

' 

ノ 

く
し
て
結
局
、
利
子
•率
は
，
金
經
濟
過
程
と
の
關
聯
‘に
お
い
て
、

ep
ち
一
般
均
衡
に
‘お
い
で
決
觉
さ
れ
る
も
の
'と
云
は
ね
.ば
な
ら
^

0
、

匕
:̂
1
論
比
利
子
率
が
坩
に
貨
幣
の
供
給
側
か
ら
の
み
或
は
擗
婴
側
か
、̂>
'
の
み
決
定
さ
れ
得
な
い
こ
と
1
及
び
貨
幣
的
要
因
か
ら
6 

_み
或
は
實
物
的
要
因
か
ら
の
み
決
定
さ
れ
辦
故
い
こ
と
を
一
一
小
す

一

般
的
原
理
で
あ̂
。
紙
し
か
、
る
原
理
は
餘
、り
に
も
自
明
で
あ
々
且 

o.
利
t
率
の
み
に
特
有
な
y
も
め
で
も
な
い
。
從
つ
て
利
子
带
論
.ば
.如
\
る
^
现
に
立
脚
し
て
、
そ
の
上
で
利
子
率
に
特
有
な
る
現
象
. 

を
分
析
し
な
け
れ
ば
•な
ら
な
い
。

一

定
の
社
會
、
ニ
宛
の
經
濟
組
織
に
お
い
て
は
*
利
子
率
の
於
定
に
怜
に
强
く
作
用
す
る
要
因
が
あ 

る
で
あ
ら
う
。
我
々
は
以
上
の
一
般
原
理
を
•認
'め
つ
、
、

る
特
魏
的
考
察
を
爲
さ
ね
ば
.な
ら
ぬ
。
こ
‘の
意
味
で
は
利
子
率
決
定
理 

論
も
*
自
由
主
f t

經
濟
と
，篇
經

濟

に

.お
い
て
.
.は
ハ
可
成
相
違
し
た
も
の
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
、い
。
V

1
シ
■ャ
ル
價
格
論
に
•
•お
•け
る
鋏 

の
例
は
價
格
決
定
本
原
现
を
亦
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
'け
現
實
，を
說
明
し
得
ず
"
從
つ
で
そ
の
踽
理
ゐ
上
に
立
つ
て
、
 

現
實
の
價
格
決
定
の
.根
據
を
ょ
り
深V

ょ
り
特
'殊
的
、に
考
察
す
飞
必
耍
が
あ
る
の
と
派
樣
で
あ
る
。

’

，

、
前
に
も
.一
言
し
た
如
く
、
ヶ
ィ
ン
•ズ
刺
子
率
論
は
一
般
的
に
は
貨
幣
的
理
論
で
あ
る
と
看
做
さ
れ
て
ゐ
る
。
ヶ
ィ
ン
ズ
は
確
に
赞
物 

的
要
因
ょ
0
は
貨g

的
要
因
に
重
點
.を
置
い
で
ゐ
る
。
然
し
そ
れ
は
從
來
の
理
論
が
貨
幣
的
要
因
を
無
視
し
だ
こ
と
に
對
す
る
反
動
で 

あ
り
、
且
又
貨
幣
要
因
が̂ら
ゅ
る
®,
で
，經
濟
の
指
導
的
地
位
を
.占
め
て
.ゐ
た
第
一
次
世
界
大
戰
後
の
經
濟
組
織
の
反
映
、で

.あ

.る
と
_
 

'せ
ら
れ
る
•，の
で
.あ
•る
。
.彼
の
刹
子
率
理
論
は
貨
幣
侧
の
要
因
の
み
な
ら
ず
實
物
侧
の
要
因
か
ら
の
作
甩
を
包
攝
し
得
べ
，き
構
造
を
有
す 

'

る
。
彼
.̂

原
理
的
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